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課題:
身の回りでアナログの技術がディジタル信号処理の技術に置き換わった例をさがし、その理由を考察せよ。
(教科書 1章の演習問題7)


以下回答欄:
アナログからディジタルに置き換わった例として現在進行中の地上波ディジタル放送について考察する。
2011年7月24日に完全移行するとして国をあげて、今まであったアナログ放送からディジタル放送に変わろうとしている。
第一の理由として、従来のアナログ放送よりも電波障害に強く、高音質な音声や多チャンネル放送・データ放送・双方向性機能が可能となっている。特に、高層ビルや山などに反射し、遅れて来る電波を受信することで起こるゴースト現象は、アナログ放送時に頻繁に起こりテレビがきれいに映らなかったがディジタル放送では、非常に起きにくくなった点が良い。
第二の理由として、品質面以外で電波周波数の有効利用という点がある。電波には限りがあり、テレビのほかにもラジオや無線、携帯電話などと電波帯域が飽和してきている。そこで、地上波テレビ放送をディジタルに統一することによりアナログ放送で使われているＶＨＦ帯およびＵＨＦ帯の一部を解放し、これから増えるであろう新たな通信サービスへ備えることができる。
第三の理由は、記録媒体のディジタル化があげられる。今までは、ビデオテープに録画してコピーが容易くできていた。ディジタル化されることにより、記録データに制限をかけることができ、番組著作権の確保ができる。例として、コピーワンスやダビング10がある。
このようにテレビのディジタル化によって様々な利点がある。しかし、一方では所得が貧しく、テレビを買い換えられないという人も出てくるかもしれないという欠点もある。
様々な理由があるが、これは時代の流れであり、また技術の進歩でもあるといえる。
